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東京都立図書館協議会 第２１期第７回定例会 



 

平成１６年２月１０日（火） 

 

 

 

午前１０時００分開会 

 

【企画経営課長】  おはようございます。小川委員がまだいらしておりませ

んけれども、定刻になりましたので、始めさせていただきます。 

 

 ただいまから第２１期第７回東京都立図書館協議会を開催いたします。 

 

 本日はお忙しいところお集まりいただきまして、ありがとうございます。 

 

 本日の日程でございますが、１２時頃までご審議をいただくことを予定して

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 

 当協議会におきましては、会議は原則として公開としております。会議の内

容は議事録を作成し、公開するとともに、都立図書館及び東京都教育委員会ホ

ームページ上に公開いたします。なお、非公開にする必要があると考えられる

場合には、その都度、皆様にお諮りして決定していただくこととなっておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

 本日の傍聴者は５名でございます。 

 

 委員の皆様の出席状況でございますが、奥田委員、佐藤委員、豊田委員は所

用のため欠席との連絡をいただいております。 

 

 次に、資料の確認をさせていただきます。 

 

 資料１、ホッチキスどめで、「都内公共図書館発展のための連携協力につい

て（案）」の１部でございます。 

 

 それでは、これからの議事進行につきましては、議長さんのほうにお願いを

いたします。坂本議長さん、よろしくお願いいたします。 

 



【議長】  それでは、本日の議事に入らせていただきます。 

 

 本日はお手元の次第にございますように、第２１期の２つ目の提言をするこ

とになっております。 

 

 第２１期の都立図書館協議会は、１つのテーマについて２年かけて議論をす

るという今までのやり方を改めまして、図書館が直面している問題について機

動的に当協議会で議論をして意見を出していきたいということで、２つのテー

マを決定をいたしました。 

 

 その１つが子どもの読書活動ということで、昨年の３月に「子どもの読書活

動の推進を図るために都立図書館は何をすべきか」という提言をいたしました。

また、東京都の「子ども読書活動推進計画」の策定につきましては、その際に

意見を申し上げることができました。 

 

 ２つ目の協議テーマといたしまして、「都内公共図書館発展のための連携協

力について」ということで、今年度はその議論をしてまいりました。前回の第

６回の会議は１０月１６日でございましたけれども、そこで皆様にお諮りをい

たしまして、田村副議長、小田委員に提言案の原案を作成をしていただくこと

になりました。会議の開催回数が運営上の理由で１回減りましたので、作成さ

れた原案につきまして、事務局に委員さんを回っていただきまして、皆様のご

意見を伺いました。その皆様のご意見を、田村副議長、小田委員に最初の案に

反映をさせていただいて、できましたものを再度皆様にごらんをいただきまし

て、お手元にあります提言案のように、皆様にご承認をいただいた形にしたも

のでございます。 

 

 田村先生と小田先生には大変ご苦労をおかけいたしました。まことにありが

とうございました。 

 

 今申し上げましたように、お手元の文案で皆様方のご承認を一通りいただい

ておりまして、それはまさにお一人お一人からいただいているんですけれども、

皆様がおそろいの場で、この場で改めてこの文案で決定をさせていただきたい

と思いますけれども、よろしゅうございましょうか。 

 

              （「異議なし」の声あり） 

 



【議長】  ありがとうございます。それでは、今回の提言をこれで決定をさ

せていただきます。 

 

 提言を提出する前に、提言をまとめるに当たりましてお骨折りをいただきま

した田村副議長に、提言の内容をご説明いただきたいと存じます。よろしくお

願いたします。 

 

【副議長】  それでは、説明させていただきます。お手元の資料の１、「都

内公共図書館発展のための連携協力について（案）」をごらんください。 

 

 提言は全体といたしまして、まず最初に、この提言をまとめるに際して考慮

事項となるべき事柄について、３点、その上でこの提言の目指す方向性につい

てまとめたという第１部の「はじめに」、さらに、都立図書館が協力事業をや

る前提となります都立図書館のそもそもの役割とサービスのあり方について書

いている部分が第２部でございます。次に第３部といたしまして協力事業のあ

り方について書いてございます。そして最後に協力事業を実施するに際して区

市町村立図書館のほうに期待したいことというようなことで第４部をまとめて

ございます。 

 

 では、第１部から順を追って説明させていただきます。 

 

 まず、第１部では公共図書館を取り巻く大きな状況の変化、その中での図書

館をめぐる動き、さらに東京都の現在の図書館政策の動向、それらについて書

いてございます。それらを踏まえた上でこの提言でどういう方向を目指すかと

いうことについて書いてございます。 

 

 最初に、公共図書館を取り巻く状況の変化でございますけれども、これにつ

いては大きく３点挙げてあります。 

 

 １つが地方分権、２点目が近年の地方公共団体の財政危機、３点目が社会の

情報化という３点を挙げてございます。 

 

 第１点目は、地方分権一括法の施行以来、国と地方との関係についての見直

しが進められているわけです。同様なことが都道府県と区市町村との間の関係

についても言えるだろうということで、それぞれが役割を分担しながら対等協



力の関係を築くというような方向に変わってきつつあるということについて書

いてございます。 

 

 ２点目は、これは説明するまでもないかと思いますけれども、近年の財政危

機、特に東京などでも非常に深刻であるということを書きました。 

 

 ３点目は、その一方で社会の情報化というものが進んでいて、インターネッ

ト等の情報機器を活用することによって、効率的、効果的な運用を図る方向性

というようなことも考えられるんだというようなことを書いてございます。 

 

 その上で２番目といたしまして図書館政策をめぐる動きについて書いてござ

います。１つは生涯学習審議会の答申、「社会の変化に対応した今後の社会教

育行政の在り方について」と、それと歩調を合わせるような形で文部科学省の

ほうから告示された「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」、それ以

外の図書館にかかわる動向というようなことについて書いておきました。 

 

 第１点目の生涯学習審議会の答申ですけれども、この中で地方分権の動きを

受けて都道府県が社会教育に関してどういう事業を行うべきかというようなこ

とについてまとめてございます。中核施設の運営、指導者の養成・研修、学習

情報の提供、あるいは広域にわたるような社会教育に関する計画策定、モデル

事業実施、区市町村間の連携の促進といったようなこと。それからある種の支

援事業、あるいは区市町村間の情報交換を促進するというようなことも書いて

ございます。 

 

 ２点目の望ましい基準です。これは図書館法で告示することが定められてい

るものでございますけれども、この中で都道府県立図書館については、都道府

県全体を広域的な観点に立って図書館事業の発展を目指すというようなことか

ら、区市町村立図書館に対して援助をするようなこと、あるいは連絡調整、支

援、他機関との連携というような事業が考えられるというようなことをまとめ

てございます。 

 

 それ以外の近年の動向ということで、「Ｌプラン２１」というような、日本

図書館協会がまとめた提言も書いてございます。公立図書館が近年目指してい

る方向として、地域の情報拠点となるようなこと、あるいは地域の課題解決に

貢献すること、そういったことが目指されているし、求められているんだとい

うようなことを書いておきました。 



 

 ３番目が東京都の図書館政策で、これにつきましては教育委員会がまとめら

れました報告書、「今後の都立図書館の在り方」の提言をまとめてございます。

その中で都立図書館の目指すべき方向について、それまでの方針の見直しが行

われ、そして高度・専門的なレファレンスサービスを提供するということ、そ

れから学校教育への支援を強化するということ、非来館型のサービスを充実さ

せるというようなこと、他方、運営面ではより効率的な運営を目指すというよ

うなことが提言されているというふうにまとめてございます。 

 

 さらに連携協力につきましては、１つは区市町村立図書館との役割分担を踏

まえる必要があるということ、その上で協力貸出、協力レファレンス、研修と

いった協力支援事業についてはなお充実を図るべきことというようなことがう

たわれているというふうにまとめておきました。  

 

 こういう３点ほどの大きな最近の状況を踏まえた上で、この提言といたしま

しては、次の２つの条件を前提とした上で、これからの連携協力の在り方を考

えていきたいというふうにまとめております。 

 

 １つは都立図書館と区市町村立図書館とが役割分担を求められているんだと

いうことですね。異なる役割を担うべきことが求められていると。これが第１

点。第２点で、「今後の都立図書館の在り方」の中で提言されていた都立３館

の一元的な運営、あるいは資料の原則１点収集といった、そういった効率的な

運営を前提とした上で、さらに社会経済環境の変化に対応した図書館サービス

を展開しなければならないと。そういう課題のもとでやるんだという、この２

点を踏まえてこの提言を考えていきたいということでございます。 

 

 さて、それで連携協力の事業を考える前提といたしまして、そもそも都立図

書館がどのような役割とサービスを行うべきかということについて、これも前

提条件としてまとめておきました。この協議会の提言いたしますことは、調査

研究図書館としての図書館サービスを展開するという方向をとられてはいかが

かということでございます。 

 

 大事なところですので、ちょっと詳しく申し上げますけれども、第１点目が

調査研究図書館機能の重要性ということで、このような方向で都立図書館がさ

らにサービスないし事業を展開していく必要性について述べてございます。 

 



 １つは、先ほど述べました２つの条件を前提として考えますと、特に最近の

都立図書館の状況等を考えますと、多くの機能を追い求めることは不可能な状

況にあるのではないかということです。むしろ、都立図書館としては、現在、

都立図書館が持っている強みを生かし、特定の機能に重点を置いた形で実践を

行うことが、これから先の都立図書館が効果的な図書館サービスを実施してい

く上で適切であろうというふうに考えました。その際の強みであり、これから

重点的にサービスを行うべき方向というのが、この調査研究図書館機能という

ものでございます。 

 

 その理由として２つ挙げてございます。 

 

 １つはニーズの話ですけれども、都民生活の中で調査あるいは情報の収集と

いったようなことがますます重要になってくるであろうということが１点でご

ざいます。 

 

 第２つ目が、都立図書館が現在持っている資源の強みというようなことです。

それについて言いますと、これまで都立図書館が蓄えてきたレファレンスサー

ビスについての実績、ノウハウの蓄積、それから厳しい財政状況が続いている

わけですけれども、そのもとでなお豊富に所有している専門資料群、あるいは

データベース、あるいは優秀な司書職員の存在といったようなことを考えます

と、調査研究機能を充実させることが重要であろうというふうに考えたわけで

ございます。 

 

 じゃ、具体的にどのような形でサービスを展開すべきかということですけれ

ども、これについては今回の提言の中心的な内容ではないということ、それか

ら協議会でも非常に重要な方針の見直しということになろうかと思いますけれ

ども、それについて協議会として十分な協議が尽くされていないということで、

単に例示をするということでとどめてございます。 

 

 簡単に申し述べますけれども、１つ目は情報提供サービスで、これについて

は例えば評価をするとか、あるいは文献リストを作成するといったような、そ

ういう付加価値をつけるようなサービスの提供。２つ目がデータベース類を大

規模に導入したハイブリッドなサービスの展開。３つ目がドキュメントデリバ

リーというふうな言い方でも呼んでおりますけれども、利用者に対して直接送

れる限りでは、複写物とかになるかと思いますけれども、それを利用者に直接

配送するようなサービス。それ以外の特にインターネットのウェブページを活



用したような非来館型のサービスを充実させるといったようなことが、調査研

究図書館機能を充実させるというような点で考えられることではないかという

ふうに挙げておきました。 

 

 さらに先ほどの役割分担等を踏まえた上で、館種や地域を越えた連携協力と

いったようなものも都立図書館には求められているであろうというようなこと

で、他の道府県立図書館、あるいは専門図書館等との連携、それから大学図書

館との連携、特に都内に幾つかございますコンソーシアムを通じた連携といっ

たようなことが考えられるのではないかということ。 

 

 ３番目が、その基盤となる資料整備で、これにつきましても協議会では余り

議論はしてございません。ただ、最低限、次の点については重要であろうとい

うことで、３点挙げてございます。 

 

 １つは専門的な資料群の存在というのが、こういう調査研究図書館を展開し

ていく上では前提となる話になるわけです。そういう意味では、内外の資料、

国内文献だけではもちろん不十分で、海外のいろんな資料を収集するというこ

とも必要になってくるわけですけれども、そういう資料を収集するということ。

２点目が特に需要の多い主題分野の資料を重点的に収集するということ。それ

から電子ジャーナル、あるいはデータベース類を契約、導入し、大規模に提供

していくというようなことが重要だろうということも挙げておきました。 

 

 このように基本的な性格づけを調査研究図書館というふうに定めた上で、第

３部に新たな協力事業の在り方について書いてございます。 

 

 最初に協力事業を展開する際の基本的な考え方になります。このような形で

調査研究図書館を重点とするようなサービス展開を図るということで協議会は

提言しているわけですけれども、その上でもなお協力事業というものは必要で

あるということを書いてございます。その理由として２つ挙げてございます。 

 

 第１点目が都民全体に対して都立図書館のサービスを実現していく上では区

市町村立図書館を通じたサービスというものが必要不可欠だということでござ

います。 

 

 第２点目は、先ほどの図書館政策をめぐる動きのところでも申し述べました

けれども、区市町村立図書館自体、日常的な課題解決のための場となることが



求められているわけでございますけれども、その点につきましては区市町村立

図書館の力がまだまだ不十分な点があると。そういう点を充実・発展させて課

題解決の場としての図書館というものを定着させることが、都立図書館事業を

発展させる上でも不可欠の前提になるわけでございますので、そういう意味で

は区市町村立図書館を支援することが必要であるということ。この２点をうた

ってございます。 

 

 ただし、これまでの協力事業の在り方については、やはり調査研究図書館を

重点とするという、そういう条件のもとでは見直すことが必要であるというこ

とも基本的考え方のところに書いてあります。それが（２）の、特に協力貸出

についてのとらえ直しということになります。これについては、協力貸出につ

いても基本的には調査研究図書館機能の一環という形でとらえることが適切で

はないかというふうに書いておきました。 

 

 ３番目に、最初のところで申し述べました、望ましい基準でも都道府県立図

書館の基本的な役割として協力支援ということを挙げているわけですけれども、

そこで挙げられております協力貸出以外のさまざまな協力事業、そういうもの

についてもさらに都立図書館として展開していくことが重要であろうと。そう

いう形で３点基本的な考え方を出しておきました。 

 

 その上で特に見直しが必要だろうというふうに言われたもの等々も含めまし

て、順に個別の協力事業について、以下で提言をしてございます。 

 

 まず最初に、協力貸出です。協力貸出については基本的な考え方の再確認を

しております。都立図書館の協力貸出というのは、先ほどの地方分権に伴う都

道府県と区市町村の役割の見直しということも踏まえた上で、区市町村がまず

自分で資料を整備しサービスを展開した上で、その上でなお不足する部分、特

に調査研究にかかわって不足する部分を提供するという、これは原則になると

思いますけれども、そういう原則の部分を確認するということを行ってござい

ます。 

 

 （２）は、先ほど、この提言を取りまとめるときの前提として２点挙げたわ

けですけれども、特に１点収集というような非常に厳しい条件を都立図書館は

現在方針としているわけですが、そういうもとではその１点の提供について優

先順位というものをつけざるを得ないということを書いてございます。優先順

位としては、まず館内であろうと。要するに、わざわざ足を運んできた利用者



の方に対するサービスというものを第一優先に考えて、その上での協力貸出と

いうことを考えるべきであるということになります。そういう形で優先順位を

つけた上で協力貸出の方法について検討するのが適切ではないかというふうに

提言してございます。 

 

 ３番目で、特に都立図書館の資料の古い部分につきましては、資料の劣化等

が問題になっているわけですけれども、そういう劣化の激しい資料、あるいは

都立図書館自体が参照利用というような形で頻繁に使うような資料、そういう

ものについてはある程度利用制限することはやむを得ないということです。 

 

 ただし、そのような資料、特に古い資料などについては、区市町村立などが

これからさらに調査研究機能、あるいは日常的な課題解決の場としての機能を

充実させていく上では、こういう古い資料に対するニーズというものがどうし

ても大きくなってくるであろうというふうにも考えられます。つまり、保存、

あるいは都立図書館の利用上の制約条件とニーズとがうまくかみ合わない部分

が出てくる。その部分についての利用制限はやむを得ないけれども、利用制限

する場合でも、例えば複写物の形で提供するとか、あるいは利用の仕方につい

ての制限、要するに貸さないというようなことではなくて、むしろ利用する場

合の規則を厳格にするというように、提供方法の面で工夫をするというような

形で、区市町村が調査研究機能をさらに充実させるというようなことにかなう

機能については、それに対する協力貸出は今後も継続するし、充実させていく

ということでございますので、そこについては、そのように工夫していっては

どうかという形で提言してございます。 

 

 以上が協力貸出についての提言でございます。 

 

 ３番目が質問回答サービスについての協力事業になります。これについては

いわゆる協力レファレンスというようなことがこれまでも実施されてきたわけ

ですけれども、これも最初の前提条件のところに書いてございますインターネ

ットの普及といったようなことを踏まえた形で、都立図書館のウェブのページ

を効果的に使った協力レファレンスの充実といったようなことが適切ではない

かというようなことで提言してございます。 

 

 ４番目が研修でございます。研修につきましては、基本的にはこれも地方分

権の考え方に、あるいはそのもとでの社会教育に関する審議会の答申といった

ようなものを前提として考えますと、都立図書館が行う研修というのは、言っ



てみれば各図書館などがさらに研修事業を充実させていくことを支援するよう

な研修事業、そういったものに重点を置くことが適切ではないのかということ

で提言しております。特に区市町村立の中核となるような人材、指導者の養成

を中心とするような、そういう研修を行ってはどうかというふうに提言してご

ざいます。 

 

 もう一つは区市町村立図書館、あるいはブロック等もこの中には入ろうかと

思いますけれども、そういうところで研修等を企画される場合には、都立図書

館は内容とか、あるいは講師等について情報を提供し、あるいは相談を受けれ

ば乗るというような体制をとることも適切だろうというふうに提言してござい

ます。 

 

 もう一つは新しいサービスを区市町村立が企画するような場合にも都立図書

館が支援することは重要であろうということです。あるいは都立図書館自身が

企画するというようなことも考えられるかと思いますけれども、企画して、そ

して区市町村に参加を呼びかけるというような形になろうかと思いますけれど

も、そのような形で新しいサービスを積極的に実施できるような体制を支援す

ると申しますか、そういうことが都立図書館には求められているのではないか

というようなことで書いてございます。 

 

 ５番目はそれ以外の望ましい基準で述べられているような新たな支援事業と

いうようなことで、１つが運営にかかわる相談をするというようなこと。１つ

が実験的な性格のサービスを支援するというようなことも都立図書館に求めら

れているだろうというようなことを書いてございます。 

 

 ６番目が連絡調整等で、都立図書館と区市町村立、あるいは区市町村立図書

館相互の連絡調整、あるいは情報交換といったようなことを都立図書館が担う

ことが必要だろうというふうに提言してございます。 

 

 ２番目といたしまして、今までいろいろな協力事業について書いてまいりま

した。特に協力貸出等については従来とは見直すようなことが行われることに

なると思いますけれども、そういうことについては円滑に事業を推進できるよ

うに関係者間で調整を行う場を設けることが適切ではないかというふうに提言

してございます。協力事業ということで、都立も区市町村という相手があって

の事業だということでございますので、そういう協力先との連絡調整を行うよ

うな場を設けてはどうかというようなことになります。そこで具体的に調整す



べき内容としては協力事業についての範囲と内容について、あるいは協力事業

を実施する上で関係者が遵守すべき事項、あるいは責任の分担といったような

ことでございます。 

 

 最後に区市町村立図書館に期待することということで、このような協力事業

を実施していく上で、区市町村立にできたらお願いしたいというようなことに

ついて２つ書いてございます。 

 

 １点は、これも先ほど来、地方分権に関連して申し述べてきたことでござい

ますけれども、区市町村立図書館の自助努力を期待するということでございま

す。 

 

 １つは、まず区市町村立がみずからサービスを充実させるという努力をして

いただきたいということになります。これが第１点です。これも言わずもがな

のことかもしれませんけれども、一応都立の姿勢をこのような形で示してはど

うだろうかということでございます。 

 

 区市町村立が協力事業に参加するに当たって、一応の協力事業を運営してい

く上での必要な知識、あるいは技能というものがあるであろう、それを守って

いただきたいというのが２番目の話になります。資料を取り扱う上での知識、

あるいは技能といったようなことになろうかと思います。 

 

 ３番目は、これはできれば区市町村立のほうで担当館を設け、窓口を一本化

するというような形で、協力事業が円滑に行われるような体制づくりを区市町

村立にお願いするようなことではいかがかというようなことを書いてございま

す。 

 

 それから最後に区市町村立同士の間での連携協力を促進するようなことにつ

いても提言をしておきました。都立と区市町村との間の在り方について書いて

きたわけですけれども、基本的には区市町村については自助努力が求められる

ということで、その自助努力の範囲の中に区市町村同士の間でお互いに連携協

力をするようなこと、これについては既にブロック等々努力をされているわけ

ですけれども、そういうことをなお一層進めることを期待したいということを

書いてございます。 

 



 ２番目で、そういう連携協力のための組織ですけれども、組織としてはブロ

ックのような形も現にあるわけですけれども、それ以外にもブロックにとらわ

れない、もう少し広域的な協力組織、あるいはその協力組織の形態にしても、

例えばＮＰＯ法人のような形で協力組織を維持するというようなことも考えら

れるかもしれないということで、そのようなさまざまな協力組織を区市町村の

ほうで維持し、そしてそれを充実させるというようなことをおやりになるとき

に、都立図書館のほうも必要な支援と申しますか、相談に応ずるとか、あるい

は情報提供をするというようなことが望ましいのではないかということを最後

に書いてございます。 

 

 以上でございます。 

 

【議長】  ありがとうございました。 

 

 この提言は連携協力ということでございますので、都立図書館だけではすぐ

に実施が難しいと思われることも盛り込んでございます。新しい時代の都立図

書館サービスが全都的に生かされますように取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 

 それでは、先ほどご承認をいただきました提言を館長にお渡しをいたしたい

と思います。 

 

            （議長より館長に提言書の手交） 

 

【館長】  それでは、貴重なご提言をいただきましたので、一言、簡単でご

ざいますけれども、私からご挨拶させていただきます。 

 

 ただいま、坂本議長様より、「都内公共図書館発展のための連携協力につい

て」のご提言をいただきました。まことにありがとうございました。 

 

 委員の皆様、また坂本議長様におかれましては、熱心にご討議をいただきま

して、改めまして厚く御礼を申し上げます。どうもありがとうございます。 

 

 今後の都立図書館が果たすべき役割、あるいは都立図書館ならではのサービ

スを一層展開する方向性、また区市町村立図書館への協力支援等の新たな関係



づくり、こういったことにつきまして非常に貴重なご提言をいただいたと思っ

ております。  

 

 ご承知のとおり、東京都を取り巻く状況は大変厳しいものがございます。私

ども都立図書館は新しい世紀におけますさまざまな社会的な課題、こういった

ものに対応した図書館サービスの展開を目指しておりまして、こういった観点

から１つでも２つでも課題に向けて前進しなければならないと考えているとこ

ろでございます。今後、このご提言を都立図書館サービスの中に十分生かせま

すよう努めてまいりたいと思っております。 

 

 また、昨年３月にいただきました提言、「子どもの読書活動推進をはかるた

めに都立図書館は何をすべきか」、これにつきましても昨年１０月に東京都の

教育委員会が開催いたしました東京都子ども読書推進フォーラム、これにおき

まして私ども都立図書館といたしましては、読書関係団体とともにお話し会を

開催、あるいはバリアフリー絵本の展示、こういったことも行いました。 

 

 また、現在、教育委員会が作成中でございますが、読書の啓発資料、これは

小学校の１年生の保護者の方を対象としているものでございまして、かなりの

部数をつくろうと思っておりますが、その資料を我々都立図書館が担当するな

ど、読書にかかわる専門機関といたしまして積極的に事業を進めていくところ

でございます。また、今後もこうした取り組みをぜひとも強めていきたいとい

うふうに考えております。 

 

 ２１期の都立図書館協議会、本日をもって最後の会議となりますが、今期は

先ほども議長様のお話がありましたけれども、２つの事項についてご提言をい

ただくという、これまでにない運営となりました。それだけに委員の皆様にお

かれましては、２年間、大変ご苦労、ご尽力をいただいたわけでございます。

衷心より厚く御礼を申し上げます。 

 

 最後になりましたけれども、今後とも都立図書館につきまして、ご指導、ご

支援をお願い申し上げまして、大変簡単でございますけれども、御礼の言葉と

させていただきます。 

 

 どうもありがとうございました。 

 

【議長】  ありがとうございました。 



 

 先ほどお話がございましたように、これで２年間の任期が終了するわけでご

ざいますけれども、まだ若干時間もございますし、コーヒーも出ましたことで

ございますので、速記を止めて、休憩をかねて懇談としたいと思います。 

 

（休  憩） 

 

【議長】  それでは、再開いたします。 

 

 私からも感想を含めて、一言、皆様方にお礼を申し上げたいと思います。 

 

 ２つの答申をお出しすることができまして、私も大変ほっとしております。

何よりも委員の皆様方、特に原案をつくっていただいた小田先生、田村先生、

また事務局の方に大変ご苦労をおかけいたしました。ありがとうございました。 

 

 今、皆様方から感想という形でいろいろお話を伺いましたけれども、私も何

期か協議会の委員をやらせていただいて、ここにはほんのちょっとしか出てい

ませんけれども、毎年の予算が決まった段階、あるいは決まる段階で資料の予

算がどうなったかというのは大変関心の的になっている。それから答申をした、

あるいは提言をしたあとがどういうふうに進められているのかというのは、こ

れは協議会の場ではご説明をいただいておりますけれども、なかなか外に出な

いということで、先ほど懇談の中でいろんな委員からお話がありましたＰＲの

話、あるいは市民にどう伝わるのかという、そこら辺の問題というのは、ここ

の協議会の年中行事というか、伏流というか、いつも話題になっている話題で

ございます。当然、館の皆様も大変関心をお持ちで、それなりに努力をしてい

らっしゃるのは知っておりますけれども、今後ともひとつ努力をぜひお願いを

したいと思っております。 

 

 おかげさまで今期の協議会は無事に終了させていただきました。重ねてお礼

を申し上げまして、簡単でございますが、ご挨拶とさせていただきます。 

 

 以上で図書館協議会を終了いたします。ありがとうございました。 

 

 司会を館のほうにお返しをいたします。 

 



【企画経営課長】  坂本議長さんはじめ委員の皆様、本当にありがとうござ

いました。 

 

 以上をもちまして、第２１期東京都立図書館協議会を終了いたします。 

 

 ありがとうございました。 

 

午前１１時０５分閉会 
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